
 

 

 

 

－ 特許検索競技大会 特別対談 － 
 

 
 

 

次世代の特許調査人材 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１６年９月 
 

 

 

 

 

 

一般財団法人 工業所有権協力センター 
Industrial Property Cooperation Center 

 

 

 
   



1 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般財団法人 工業所有権協力センター 

企画室 事業推進部 

 

（受賞の効果） 

【向後】まずは、特許検索競技大会２０１５での

最優秀賞受賞おめでとうございます。尼崎さ

んは過去の大会でもゴールド認定を受賞され

ていますが、大会にはいつ頃から参加されて

いますか。 

【尼崎】２００７年に開催された第一回大会から

参加しています。当時は大阪だけの開催だっ

たのですが、大変興味深い大会だったので、

東京から大阪まで足を運びました。その後も

毎回ではありませんが参加しており、ＩＰＣＣさ

んが主催されるようになった２０１３年からは毎

年参加しています。前回ゴールド認定を受け

たのは２０１３年大会の電気・ソフト部門です

ね。 

【向後】今回の化学・医薬部門と合わせると２

部門でのゴールド認定を達成されたわけで、

あとは機械部門だけですね。 

【尼崎】そうですね。機械は苦手な分野なので

すが、少し意識はしています。 

【向後】そうなると、グランドスラムと言いますか、

大会史上初の快挙となりますね。 

【尼崎】最優秀賞授賞式のスピーチで、去年

の流行語大賞の言葉を借りて、冗談半分です

が「残りひとつの機械部門もゴールド認定を取

ってトリプルスリーを達成したいと思います」と

言ってしまいましたので（笑）。 

【向後】是非トリプルスリーを達成して下さい。 

ところで、最優秀賞を授賞されてから、何か変

化はありましたか。例えばクライアントとの関係

が良くなったとか、ご自身の心構えが変わって

きたとか。 

【尼崎】まず家族が褒めてくれました。この大

会に参加していることは以前から話しており、

頑張っていることを理解してくれていたので、

受賞が決まった日は一緒に祝杯をあげました。

また、クライアントのある人から、私が出版した

本に「サインして」と頼まれたこともありました

（笑）。 

【向後】もう有名人ですね（笑）。 

【尼崎】業界に知れ渡るという面で効果があっ

たように思います。知名度が上がったことによ

り、新規のお客様も増えました。 

【向後】大会で受賞されたことで「この人に任

せれば大丈夫」という信頼感が生まれたので

しょうね。 

【尼崎】そうですね、それが１番大きいですね。

大会に出場する皆さんのモチベーションのひ

とつに「大会で実力を証明する」というものが

あります。この様な形で実力が認められて公 

－ 特許検索競技大会 特別対談 － 

次世代の特許調査人材 
 

特許検索競技大会２０１５最優秀賞受賞者   一般財団法人工業所有権協力センター理事 

尼崎浩史 × 向後晋一 

    

企業の知財戦略において、特許調査が重要であることは勿論ですが、近年では、競争環境

の激化や企業活動のグローバル化のさらなる進展などを受けて、単なる特許調査にとどまら

ず、より経営戦略に資する知財情報の提供が求められています。 

そこで今、企業が求める特許調査人材とは何か。さらに、次世代の特許調査人材とはどのよ

うな姿なのか。 

ＩＰＣＣが主催する「特許検索競技大会２０１５」の最優秀賞受賞者であり、弁理士や中小企業

診断士等の資格を持つ尼崎浩史氏に、ＩＰＣＣの向後晋一理事が、今後の特許調査人材の深

化の方向性についてお話しを伺いました。 
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表されれば、お客様からの信頼も厚くなります

から。 

【向後】クライアント側も、大会の結果を、仕事

を依頼する指標にしているかもしれませんね。 

【尼崎】今回私は最優秀賞を受賞しましたが、

参加者が２８５名もいた中で受賞できたことは

運もあったと思います。まだまだ力の足りない

ところもあり、私なんかが受賞していいのかと

思う気持ちもあります。 

【向後】尼崎さんの実力ですよ。 

【尼崎】ありがとうございます。お客様からの期

待値も上がっているので、受賞して逆に身が

引き締まる思いです。 

 

（大会の評価とその効果） 

【向後】大会問題の難易度はいかがでしたか。

物足りないところなどはありましたか。 

【尼崎】毎年、よく考えられた問題が出題され

ていて、今回も制限時間いっぱいまでかかり

ました。残り５分で見直しをした時に大きなミス

を１つ発見して慌てて修正しました。これがな

かったら優勝できなかったと思います。気を抜

くとゴールド認定すら取れないような非常に難

易度の高い問題だと思います。出題者側はか

なり工夫して作っているなと感じます。 

【向後】実は私も過去問集を入手して、問題を

見たのですが、非常に難しいなと感じました

（笑）。 

大会問題の作成など、運営側へのご興味は

ありませんか。 

【尼崎】まだまだ未熟ではありますが、もう一度

優勝したり、トリプルスリーを達成したら考えた

いと思います。 

【向後】知識や経験、実力を兼ね備えた尼崎

さんには適任だと思いますので、是非ご検討

ください。 

ところで、特許検索競技大会の存在をどのよう

に評価されていますか。 

【尼崎】先程もお話した通り、業界での知名度

向上には非常に大きな効果がありますし、特

許調査人材の育成という点においても、大い

に貢献していると思います。まずサーチャーの

モチベーションが非常に上がっていますね。

団体戦も含め優勝したら名前が出るので、自

分も名を列ねたいという人が大勢います。特

に調査会社では、この大会のための勉強会や、

団体戦の出場権をかけて内部で選抜試験を

やっているところもあると聞いています。 

【向後】そこまでやっているのですね。大会で

優勝すると個人的に効果があるのは勿論のこ

とですが、会社や業界全体にとってもインパク

トがあるのでしょうね。そういった情報はなかな

か我々主催者側には伝わって来ないので、お

話を伺うと逆に張り合いが出ます。大会をやっ

ていて良かったなと思います。 

【尼崎】受賞のインパクトは大きいですね。あま

り名前の知られていない調査会社がこの大会

で上位に入って知名度が上がることもあります

から。 

【向後】大会の更なる発展に向けて、何か良い

アイデアなどがあれば是非お聞かせ下さい。 

【尼崎】ベーシックコースの設置や団体戦の導

入、さらに昨年は海外セクションを開催するな

ど、すでに色々な取り組みをされていますの

で、なかなか良いアイデアは思いつかないの

ですが、更なる海外展開というのは面白いの

ではないかと思います。こういった大会は日本

特有のものなので、規模拡大という意味でも

海外にも展開して、最終的にオリンピック的な

ものになると面白いと思います。今よりもっとモ

チベーションが上がるのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

尼崎 浩史（あまさき こうじ） 

インフォストラテジー特許事務所 所長 

きさらぎ国際特許業務法人 パートナー 

弁理士・中小企業診断士・検索技術者検定１級 

特許検索競技大会２０１５最優秀賞受賞 
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【向後】それは面白そうですね。大会事務局

へ伝えておきましょう。 

 

（特許調査のやりがい） 

【向後】以前は技術開発のお仕事をされてい

たと伺っていますが、知財の世界へ転身した

動機はどのようなものだったのでしょうか。 

【尼崎】手に職をつけたい、何か資格を取りた

いという考えから弁理士資格に興味を持ち、

まずは調査会社に転職しました。当時は特許

調査自体をあまりよく知りませんでしたが、や

ってみると非常に楽しく、自分に向いているな

と感じました。 

【向後】特許調査を行う上で、「この技術はす

ごいなあ」とか、「なんて面白いのだろう」とか、

いわばキラキラした少年の目の輝きのような知

的好奇心を感じることはありませんか。それが

この仕事において一番大事なメンタリティでは

ないかと思うのですが。 

【尼崎】他人の発明や、新しいものに興味が湧

くのは大変重要なことだと思います。 

「よくこういうことを思いついたなあ」と感心する

ことはあります。 

【向後】調査の仕事で苦労された事例などは

ありますか。 

【尼崎】調査の仕事は限られた時間内で行わ

なければなりませんので、「本当にあの報告で

よかったのか」とか「調査漏れはなかったか」な

ど不安になることがあります。報告後のお客様

からの反応は、常日頃どんな案件でもとても

気になります。 

【向後】そういう感性は必要だと思います。「絶

対検索漏れを許さない」という気持ちがないと

いい仕事はできません。ＩＰＣＣのサーチャー

もまさに同じで、持ち時間が限られている中で

ベストを尽くすとなるとなかなか大変です。例

えば「検索でヒットした文献を全件見た」という

場合でも、検索に用いる分類がそもそも間違

っていては、検索結果に意味がありません。

限られた時間内でいかに効率よくベストを尽く

せるか、それがこの仕事の技量なのでしょう

ね。 

【尼崎】本当にそう思いますね。１００点の解答

は得られないまでも、時間内で及第点の８０点

の結果が毎回出せるようなスキルを磨くことが

大事だと思います。 

【向後】そのようなスキルを磨くために、どのよ

うな研鑚を積まれていますか。 

【尼崎】出願前の業務であれば、出願前調査

をして明細書を書いて、その後拒絶理由の引

例を出願前に行った自身の調査結果と見比

べて漏れを見つける、というようなことをするこ

とはあります。情報提供や特許異議申立用の

調査でも同様に、調査した案件の経過をウォ

ッチングしています。私の場合は一人で調査

をしているので、自力で研鑽を積んでいかな

ければなりません。あとは対外的には、特許

分科会やサーチャーの会といった会合に時

折参加したりしますが、結局は自分で自分の

スキルを磨くことが重要だと思います。 

【向後】審査官の拒絶理由を見て自身の調査

結果を評価するという手法はＩＰＣＣのサーチ

ャーもやっています。また、自分の調査結果を

クライアントがどう解釈するかというところも重

要ですね。 

【尼崎】自分の中で主引例だと思っていたもの

がそうではなかったとか、審査官の結果を見

ながら自身の調査結果を評価するのは良い

やり方だと思います。 

私の場合は個人ですが、ＩＰＣＣさんのような組

織の場合は、いかに個人個人が持っているノ

ウハウを表に出し、共有化するかも重要だと思 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

向後 晋一（こうご しんいち） 

一般財団法人工業所有権協力センター執行理事 

元調査業務指導者 

元特許庁審査長・審判長 
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います。これはとても難しいことなのだと思いま

すが。 

【向後】そうですね。そこは我々にとっても課題

の１つです。しかし、現実にはなかなか難しい

ところですね。 

これまでの仕事の中で「これはやったぞ」とい

ったやりがいを感じたエピソードはあります

か。 

【尼崎】無効資料調査の結果、とても良い文献

が見つかって、お客様が良い条件で和解契

約を結べた時でしょうか。そういったことを聞い

たりするととてもうれしく感じます。なかなか企

業さんからのフィードバックは少ないのですが、

たまに「いい資料見つかってよかったよ」と聞く

ととてもうれしいですね。無効資料を探すのは

宝探しゲームのような感覚ですね。 

 

（次世代に向けた特許調査の深化） 

【向後】尼崎さんは弁理士のほか中小企業診

断士の資格もお持ちと伺っていますが、仕事

全体としてはどのような配分ですか。 

【尼崎】今の仕事は、配分でいくと特許調査が

６割、権利化や鑑定などの弁理士業務が３～

４割、それ以外としては執筆やセミナー講師な

どもあります。それから、中小企業診断士とし

ての仕事もたまにあります。 

【向後】そのように様々なお仕事をされるという

ことは、ご自身にとってプラスになっています

か。 

【尼崎】出願系業務と調査業務にはもちろん

相乗効果があります。自分で調査して明細書

を作って出願するとか、調査して情報提供や

異議申立をするとかですね。また明細書を作

るというのは、発明を理解して文章を考えるこ

となので、例えば、抽出した公報に記載された

発明をすばやく理解したり、検索キーワードの

同義語を考えたり、あとは侵害調査の場合は

発明を権利化側からとらえるとか、そのあたり

は非常に密接だと考えています。 

【向後】中小企業診断士の方はいかがです

か。 

【尼崎】そちらの仕事はまだまだなのですが、

以前自治体の仕事で、ある政令指定都市に

ある企業の知財活動を評価する業務のヒアリ

ング担当として十数社を回り、社長さん達にそ

れぞれの会社の知財状況をヒアリングしたこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特許検索競技大会とは】 

特許調査能力の客観評価と優秀者及び優秀団体の顕彰等を通して、特許調査に関する

技術の普及啓発を促すことにより、我が国のイノベーションの促進に寄与することを目的とし

て開催している大会です。本大会では初心者向けのベーシックコースと、上級者向けのアド

バンストコースの２コースを設けており、一定レベルの結果を得た方には認定証を交付する

ほか、特に優秀な成績を収めた方および団体は表彰を行っています。 

昨年度の特許検索競技大会２０１５は、平成２７年９月５日（土）に東京・大阪・仙台の３会

場で同時開催し、ベーシックコースとアドバンストコースを合わせて３２６名が参加しました。 
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があります。知財系のコンサルができて弁理士

資格を持っているということで声がかかったの

だと思います。 

【向後】それは強みですね。両方の資格を持っ

ていないとなかなかできませんからね。 

【尼崎】経営に資する知財活動をしているかど

うかという観点で見ないといけないので、例え

ばちゃんと収益が上がっているかを数値で出

さないといけないですし、そうすると財務の知

識が必要になってくるので中小企業診断士と

しての知識が生きてきます。弁理士の資格だ

けですと、そういった面ではなかなか難しいで

すね。 

【向後】なるほど。そういう面でも確かに相乗効

果がありますね。企業と話す場合も両方の知

識があることがかなり重要になってきますね。 

クライアントから一番期待されている部分はどう

いったところですか。 

【尼崎】私は弁理士でもあるということもあり、例

えば侵害調査の結果を踏まえて更に侵害かど

うかの判定をするところまで求められますね。こ

れは比較的頻繁にやっていることで、例えば

システム開発会社が開発したシステムの侵害

調査を何度か行いましたが、調査の後、侵害

の可能性を見ながら設計変更のところまでアド

バイスを求められることがあります。 

【向後】そのシステムをどちらの方向に変更す

べきかなどのアドバイスを求められるわけです

ね。 

【尼崎】そうです。打ち合せの場には技術者の

方もいますが、技術者の方は知財の知識をあ

まり持っていないので、請求の範囲にはこうい

う要件が書かれていますよ、でもこれが書いて

ないですね、などと説明しながら、設計変更の

内容も含めて打ち合わせを進めています。 

【向後】そういう仕事はよほど経験を積んで、顧

客の求めるものをしっかり聞いて、しかも、他社

の動向も捉えて考えて行かないとできない仕

事ですね。 

【尼崎】顧客から（アドバイスに必要な情報を）

引き出すというのでしょうか、ヒアリング力が求

められる仕事ですね。 

【向後】自分で特許請求の範囲を書いていると

いうのが強みですね。技術者が特許請求の範

囲を読み解くというのは至難の業ですから・・・。

研鑚と経験を積まないとできないことですね。 

【尼崎】そうですね。そのお客さんとは毎回、侵

害調査をし、その結果を踏まえて、その後設計

変更まで検討するというのをやっているので、

先方もだんだん知財の知識が蓄積していって

いるのが分かります。自身で簡単な調査もでき

るようになったようです。 

【向後】やっているうちにだんだん面白くなって

興味を持つようになるのでしょうね。ＩＰＣＣのサ

ーチャーにも同じような人がいます。 

ご自分の事務所の将来像などはどのように考

えていますか。 

【尼崎】なかなか難しいところですが、以前の

勤務先で数名のフリーランスの調査員と仕事

をしたことがありました。その方々は外注で調

査をしているのですが、色々な企業からの仕

事も受けていて、一匹オオカミだけど情報だけ

で様々な企業を相手に仕事をしている姿が格

好いいなと思い、そういう人達に憧れを持ちま

した。ですので、今の事務所を組織として大き

くするといったことは、現段階では考えていま

せん。 

【向後】調査会社として大きくして、自分がオー

ナーになるという経営的なことよりも、サーチャ

ーとしての道を究めたいという欲求の方が強い

ということですか。 

【尼崎】サーチを更に昇華させたいというので

しょうか。調査会社は山ほどあり、情報の単価

もだんだん安くなって来ています。加えて、将

来的には人工知能が調査するのではないかと

いう話もあり、ただ調査だけをやっているので

は厳しい時代なのかなと思うのです。その意味
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で、この先自分が何をすべきかを模索している

ところです。無効調査の鑑定や侵害調査の判

定などで、専門的な助言をするといった付加

価値をつけることは今でもやっていますが、更

に別のことがやりたいという思いもあります。そ

の１つが中小企業診断士の資格を使った経営

的なアドバイスで、こちらもやりたいと考えてい

ます。 

【向後】そこに知財のエッセンスを加えて、とい

うことですね。中小企業の中には、規模は追及

しなくても、ある技術に特化して、この技術に

関しては世界でトップになるなどの生き方もあ

るわけで、そういう場合はやはり知財に裏打ち

されないと経営は厳しいでしょうね。そういう会

社を縁の下の力持ちとして支えるということでし

ょうか。 

【尼崎】そうですね、中小企業の場合は社長さ

んと直接話ができまして、そういう社長さんはア

クティブでレスポンスも早いので、やっていて

面白いなと感じています。 

【向後】中小企業の経営者は全部自分で判断

して即決しないと会社が成り立たない。その辺

は大企業で何回も稟議を回し、それでも判断

が付きかねるというようなところと比べれば、や

はりスピードが第一でしょうね。 

【尼崎】パッと決断して、じゃあ特許出願しよう

かとその場で決めたりできるのも中小企業の社

長さんならではの経営判断ですね。 

【向後】弁理士や中小企業診断士の資格がお

ありになる上、これまで多くの経験を積まれた

尼崎さんだからこそできることかもしれません

が、本日伺ったお話しでは、特許調査人材に

求められる今後の姿は、企業経営のかゆい所

に手が届く、知財のスペシャリストなのでしょう

ね。 

【尼崎】そうなれると良いですね。 

【向後】最後に、若手サーチャーやこれからサ

ーチャーを目指そうとしている方に一言アドバ

イスをお願いします。 

【尼崎】私は、サーチャーという仕事は軍師の

ようなものだと考えています。決して派手では

なく裏方的な役割なのですが、情報を得てそ

れを経営者等に伝えて、その情報１つでガラ

っと戦況が変わるという重要な役割だと思いま

す。企業の場合、例えば侵害調査で漏れがあ

るとビジネスが立ち行かなくなるということもあり

ます。特許調査は企業にとってとてもインパクト

の大きい仕事なので、是非若いサーチャーさ

んたちもやりがいを感じていただきたいと思い

ます。若い人ほどインターネット検索などに慣

れていると思うので、是非サーチの勉強をして

日本に貢献していただきたいと思います。 

【向後】尼崎さん、本日はお忙しいところ長時

間お付き合い頂き、ありがとうございました。 

 

（対談日：平成２８年７月２６日） 
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